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1．はじめに
新型コロナウィルスの影響で、2020 年度
の授業を全てオンラインで行うことに始まり、
2021 年度はハイブリッド授業が行われていま
す。情報ネットワークが授業を進めるにあたっ
て不可欠な状況となりました。
そこで全ての講義室に無線アクセスポイント

（以下無線APと記載）を試験定員に基づき配
備し、また有線の情報コンセントも全ての講義
室で使えるように整備しました。
今回整備資料としてその内容を掲載します。

2．講義室への LAN敷設
第 1弾として無線AP増設や有線コンセント、
各種ネットワーク機器の接続を想定し講義室
への LANを敷設する整備です。この段階では
「3．講義室への無線APの整備」は決まってい
ませんでした。
予算の関係で、当初計画分より減ったため、
建屋や講義室の敷設状況にばらつきがあります
が、第 1表のような整備を行いました。

 

⻄部講義室

第 1表　講義室への LAN敷設整備

＊高度技術支援センター　技術職員（再雇用）
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3．講義室への無線APの整備
第 2弾として、講義室の試験定員に応じた無
線APの増設と、講義室の古い無線APの更新
を第 2表のように行いました。

 

北部講義室

第 2表　講義室への無線AP整備

また同時に講義室では無いが公共的な場所で、
導入当初からの性能的にも古くなった無線AP
の更新も第 3表の箇所に行いました。

第 3表　古い無線APを更新した公共的な個所

4．講義室のネットワーク配置図
全講義室の有線コンセント、遊休 LANの箇
所・本数、及び無線APの設置場所の配置図を
掲載します。青字は有線コンセント、赤字は無
線APを示しています。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

№ 40　2021 － 7 －



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 8－ 京都工芸繊維大学情報科学センター広報



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

№ 40　2021 － 9 －



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

－ 10 － 京都工芸繊維大学情報科学センター広報



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CALL  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

№ 40　2021 － 11 －



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 12 － 京都工芸繊維大学情報科学センター広報



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

N  

 
 

N  

 

№ 40　2021 － 13 －



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 14 － 京都工芸繊維大学情報科学センター広報



W  

 
 

 

 

 

 

 

W  

 

 

 

 

 

 

 

W  

 

 

 

 

 

W  

 

 

 

 

 

№ 40　2021 － 15 －



 

K  

 

 

 

K  

 
 

 

 

K  

 
 

K  

 

 

K  

 

－ 16 － 京都工芸繊維大学情報科学センター広報



5．おわりに
PC のみならず、スマホ、タブレット等々の
ツールは、学生さんの勉学・生活のツールとし
て情報ネットワークへの接続が必須の時代とな
り、コロナ禍で更に加速しました。
授業、講演、イベント等々あらゆる場面で、
使われるようになってきました。
そういうもとで、今年度はKITnet6 の基幹
情報ネットワークの更新があり、講義室のみな
らず更に無線エリアも拡大され、より安全に情
報ネットワークを活用できるようになります。
その内容は次号でKITnet6 の説明が掲載され
ると思いますので、お楽しみください。
この資料が授業等々で、講義室に於いて情報
ネットワークへの接続が必要となった際の資料
として、活用いただけると幸いです。
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